
令和３年度 第４回 可美中学校運営協議会 議事録 

 

１ 開催日時  2022 年 2 月 15 日（火）13：30～15：50 

２ 場  所  可美中学校 会議室 

３ 出席委員  竹内良昭 鵜飼愛子 岡本眞理（コーディネーター） 

  （敬称略）  金原元康 中村裕康 中村淳子 小野田和弘 小野田康弘 和田剛  

       （校長：北村健治 教頭：中村真由美 教務：中村里恵 学校担当：山田真史）   

 傍聴者氏名  市教委教育総務課：小川誠司      （学校職員：中川将大・下里義泰） 

 欠席委員  小山智美 

４ 学校より≪教頭より≫ 

   報告① ２月８日（火）瀧川鯉昇さんの講演会実施 

金原さん 落語はテレビでもやっていて、中学生には良い機会だったのでは 

    康弘さん １年生はリモートで残念だった 臨場感がちょっと違うだろう 

         会場全体ははじめ硬かったが、だんだん和やかになり引き込まれていた 

    岡本さん 実施できるか心配だったができてよかった 

事前に校長先生が鯉昇さんの自伝を放送で読み聞かせてくれていて良かった 

身を乗り出して集中して聞いていた中学生の姿に感動した 

我慢することが多い世の中でリラックスできて良かったのではないか 

新聞２社にも取り上げてもらった 中日には CS のことも載せてもらえた 

    山田   話し方・間のとり方も教員にとって勉強になった 

   報告② ３年生の受検前面接練習 第１回目が終了し、第２回目を今週行う予定 

    裕康さん 緊張しすぎて止まってしまうことあった 良い緊張感 

    和弘さん アンケートに書いた通り 

    山田   ３年前・２年前の３年担任が今年の３年担任に、この面接練習の大切さを話し 

ていた 自信をつけてもらえてありがたいと 

学年主任も２日間で少し大人になった気がすると言っていた 

    和弘さん 面接官がもう１～２名いるとありがたい 

         来年度の候補者に今のうちから声を掛けてはどうか 

５ 議長の選出  竹内良昭 

６ 熟議 

① 学校関係者評価について 

② 学校運営協議会自己評価について 

③ 来年度の学校運営の基本方針と教育課程について 

④ その他 

①  学校関係者評価について 

≪教務主任より今年度の学校評価についての説明≫ 

 和田さん 昼間のあいさつは良い 朝のあいさつは元気がなかった 

 校長   来年度はあいさつ運動協力校となった 活発にしたい 

 竹内さん あいさつ運動は定期的に回ってくる？ 



 校長  「小さな親切運動」主催で募集がかかったところを可美小とともに手を挙げた 

      10 年前くらいにもやった経緯がある 

 鵜飼さん 民生委員や自治会でもやっている 

      学校の近くであいさつ運動を行っていると避けて通る小学生がいる 

      帰りなどすれ違った時もあいさつできるといいが、返ってこないことがある 

      新津地区の子はよくあいさつする 

 竹内さん 小学生は避けた所を通るが、中学生は避けずにあいさつする 

 岡本さん 新津地区は防犯活動に熱心で取材したことがあるが、地域での取り組みがす 

ごい  

     和弘さん あいさつ運動の活動は門のところで行うのか？ 

     校長   それに加えて、中学生が小学校に行って実施などができたら… 

     和弘さん 以前別の学校でそれを実施したことがあるが、道中の安全や教員の勤務にも 

気を配る必要があり、大変 

  ② 学校運営協議会自己評価について 

    ≪山田より評価についての説明≫ 

     和弘さん 教員と運営協議会メンバーと交流について 本日実際に現場の先生が参加 

          実際の現場の声が聴きたいし、自分たちの存在も知ってほしいので、こうい 

う形で交流を増やしてほしい 

     岡本さん だんだんと可美中のＣＳの形を作り上げて来られた 

          ＣＳを保護者・地域の方にどうやって知ってもらったらよいか模索 

          ＰＴＡは一生懸命やってくれているので広まっていくと思うが、地域に広め 

るためにはどんな方法をとったらよいか… 

     和田さん 広い目で見るとまだまだ 前回活動について具体的な話が出た（地域クラ 

ブ・学習支援） 次のステップへ 

     康弘さん ＣＳに関するいろいろな研修会に参加  

前からやっているところは進んでいる 

可美中はできることを確実にやり、この３年うまくいっている 

これからの課題 面接官など、地域の人選広げていかないと… 

人の力が広がっていかないと進まない（協力できる人をどう増やすか） 

岡本さん一人だけの力では無理 

   岡本さん 昨年度・今年度と講演会をやるにあたり、人のつながりで実現できている 

        地域の力はすごい 

        いろんな情報を知り、協力し合っていけたら、可美中にもいい影響が出る 

   竹内さん コーディネーターの力は大きい  

コーディネーターの負担にならない仕組みづくりが必要 

③ 来年度の学校運営の基本方針と教育課程について 

    ≪校長より来年度の基本方針の説明≫ 

     和弘さん 可美小と可美中のめざす姿がぶれないことが大切 そのためにどうしてるか 

          校長   保幼小中の連絡会でまたは日常の情報交換の中でぶれないようにしている 



     小川さん 基本方針なので、承認をとった方がいいのでは？ 

          承認がとれればＲ４のスタートがスムーズになる 

     委員   承認 

     和弘さん 学校がおさえる地域行事は？ 

     校長   可美健康マラソン 資源回収 協働センターまつり サマーフェスタ 

          ふれあい昼食会 

     和田さん 資源回収は特に子供が地域に役立っている感が持てる活動 

     和弘さん コロナで忘れられるので、忘れないように継承したい 

     鵜飼さん サマーフェスタは部活があっても片付けだけなどできるところを手伝って

くれている 裏方として活動している子がいることもありがたい 

          コロナであっても継続することは大切にしていきたい 

  ④ その他 

     来年度の学校運営協議会 

      議長は規則でその都度互選→各協議会で決めている 

      第１回に関しては、第１回に決定 

  

７ Ｒ４第１回学校運営協議会  第１候補５月１７日（火）、第２候補②１８日（水）予定 


